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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞
・28年度個別の目標面接を来週以降始めます。

　別紙予定表で連絡致します。

・地域でのインフルエンザがまだ猛威振るっています。各自引き続き、体調管理や休息を

　とりながら、勤務コンディションを整えるようにして下さい。

・入退院や転入出の際のベッドメール管理や北病棟入室状況管理などでの分かりづらい

　事などありましたら、どうぞ声を掛けて下さい。

・救急カートの上には、物は置かない！

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　義彦様～本日朝に弟様から病院に電話が入っています。入院中の母親が本朝に

　　　　　　　　亡くなられたとの事です。その事を本人様に伝えたいという内容と式

　　　　　　　　など日程が分かり次第連絡を入れるとの事でした。

　　　　　　　　→田名部医師には情報提供している

　　　　　　　　⇒本人への伝達のついては、家族に伝えて頂く事として、改めて本人

　　　　　　　　　への電話をもらう事にしている。（その際は、スタッフオフィスの

　　　　　　　　　電話に本人に出てもらって下さい）

　　　　　　　　⇒外泊許可書は主治医にもらっているの、日時が分かり次第記入し

　　　　　　　　　対応して下さい。（※次回の定期薬も貰ってきています）

　・葛西　美子様～・5月2日PM、認定調査実施予定

　　　　　　　　　・ガス台の購入が必要

　　　　　　　　　・主治医からは体験外泊をもう1回は実施希望（本人はもういらない

　　　　　　　　　　と言っているが）→29日にSWとJGMが話し合い外泊日決めている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　→5月6・7日での外泊予定

　　　　　　　　　・5月4日（水）か5日（木）くらいには、SWが同伴して買い物予定

　　　　　　　　　　（外出願いは未→次週にSWが病棟に相談にくる）

　　　　　　　　　・退院後の訪問などのスケジュールをふまえて、退院支援会議実施

　　　　　　　　　　し、退院を具体化していく。

　・庭田　美紀子様～本日より疾病教育開始となる

　・高橋　康満様～28日、保護者（工藤健様）に病棟管理変更の挨拶と今後について引き

　　　　　　　　　続き検討していきたい事を電話でお話しています。

　　　　　　　　　今後については、手紙などでも構わないとの事から、手紙や電話での

　　　　　　　　　家族調整、情報交換を行っていく予定です。

　・宮澤　涼太様～母様とSW面談あり

　　　　　　　　　母様は生活保護申請、結果まち。同時に母様が就労開始できるかの

　　　　　　　　　連絡まち（就労があれば生保は受けられない）

　　　　　　　　　母様は本人に施設入所、自立を望んでいる。

　　　　　　　　　SWからは青山荘の説明。お金はかかるので障害年金の申請を7月に

　　　　　　　　　申請（10月に20歳になるので）

　　　　　　　　　本人の望む部分はあるが、施設入所が現状ベストとして支援していく

　　　　　　　　　方向。

＜要注目患者様＞

　・野月　利章様～転入後の生活については、「なかなか眠れなくて・・となりが・・」

　　　　　　　　　と話す。他の方との共同生活は様々な状況が有ることを伝え、少し

　　　　　　　　　ずつ慣れていきましょうと伝える。「そうですね・・」と返す。

　　　　　　　　　青山荘体験利用についても、少しずつ経験しながらなれていくことの

　　　　　　　　　アドバイスを行っている。「そうですね・・」と返す。

　・土佐　将志様～SSTプログラムは、朝の起床を目標にすると話している。

　　　　　　　　　午後には青山荘器物破損修理代の件で、青山荘スタッフ・SW・SGMが

　　　　　　　　　入って話し合いする。

　　　　　　　　　いくつかの破損あるが、ドアは破損修理代（68000円）については、

　　　　　　　　　納得いかないと話し、自分の知人にも聞いてみると話している。

　　　　　　　　　その後は不機嫌な感じは無く、和室コーナーでゲームしている。

　・庭田　美紀子様～日課取り組みの変化はなく経過。

　　　　　　　　　　1回目の疾病教育。取り組みの抵抗はない。

　　　　　　　　　　穏やかに対応できているが、姉とは話が合わなかった・・、悪く

　　　　　　　　　　物事を考えてしまうことはある、勝手に聞こえてくることはない

　　　　　　　　　　などは答えてくる。

　　　　　　　　　　入院生活については、「しょうがないですけど、でもきちんとやっ

　　　　　　　　　　ていかないと」と話す。

　　　　　　　　　　今日のアドバイスとしては、姉様だけでなく人と上手くやっていく

　　　　　　　　　　ことが大事、このような病気は対人関係が上手くできなくなる病気

　　　　　　　　　　を説明する。

　　　　　　　　　　姉との事、これまでの経過など話しようとしない。

